研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　西病棟（G｡O.M）　　　職　種　准看護師　　　　　氏　名　佐々木　健之
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　　　　　　医療法人　高田西城会　　　　　　　高田西城病院

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜総括＞

　今回の視察研修での目的は「安全対策」と「精神科慢性期療養」での看護展開をどのように行なっているのかを吸収してくることを目的としていた。今回、視察先となる2病院では、入院治療はもとより、社会・地域での生活・治療を目標としている2病院である。社会で生活していくために必要な病状自己管理と関わるスキルをどのように向上させているのか、また安全対策面においてスタッフに対しての意識付け、教育をどのようにおこなっているのかを焦点とした。

　2病院で共通していることはいわゆる多職種による「チーム医療」が充実して行なわれているということと、精神障害者への「人権への配慮」ということが十分になされているということ、「社会での生活」を目標としていることを感じた。これまでの入院治療から社会生活での治療へと転換している場面を実際に見ることが出来た。

　視察研修では、視察先を見学しながら、日頃の自分が行なっている業務・看護を振り返り、反省を思いながら見学している。一方では、視察先では実施していないプログラムなどを自分たちが行なっていることを考えると、少なからず日頃の患者様への関わりが多いことは良いことであると感じている。

　病棟において一番大切なことは、「どれだけ患者様に関わる事ができているか」ということをヒシヒシと感じた。

＜柏崎厚生病院＞

· 病院概要

・急性期治療病棟、療養病棟（Ⅰ）2単位、認知症疾患治療病棟（Ⅰ）2単位、障害者施設等一般病棟、外来で構成され、明確な機能分化がなされている。

· 外来利用者数（精神）

・延べ２２３１人、平均106人

· 入院稼働率（精神）

・延べ７３８４人、平均238人、稼動率９９，３％

· 疾病構成

・統合失調症３５％、うつ病３４％

· 病棟内環境

・いずれの病棟も清潔であり、スタッフオフィス内もきちんと整理整頓されていた。

・「お名前を呼びます」と明示している。患者誤認を防ぐための対処であるとのこと。

· 安全管理体制

各部署には「ヒヤリハット」報告書を設置しており、スタッフが匿名で記載できるような書式になっていた。自己申告を促進するための体制つくりが整えられていた。

各報告書を提出枚数は月平均100枚近くになることもある。リスクマネジメント委員会において情報収集、分析をし、各部署へ広報している。

· 部署ミーティング

· 全職員の朝礼について

毎週月曜日に全職員の朝礼がある。月に一度、院長からの訓示があり。

· 看護スタッフの充足、募集について

県内には看護学校が数校あるので就職斡旋の活動は盛んに行っている。

· 安全管理面の教育

とにかく「隠さないように」という教育を行っている。

· 認知症疾患治療病棟について

受け入れ先のない患者様が多数おり、当院で看取るケースは多くある。

そのための機器、設備は設置している（←ホスピス的な役割も実施）

＜高田西城病院＞

· 病院概要

· 急性期治療病棟2単位、認知症治療病棟2単位、精神療養病棟Ⅰ型、外来、ショートステイ、精神科デイケアで構成されている。

· 病棟内環境

· 建造物の老朽化は否めない部分もあるが、清潔に整理整頓されておりいわゆる「５S」が整えられていた。

· 苦情対応について

苦情対応に関してのお知らせを全部署に明示してあり、「苦情対応責任者」から「対応内容」、第三者評価機関の連絡先が記してあった。

· 部署別ミーティング

（詳細に関しては質問事項の回答を参照）

· スタッフ教育に関して

定期的に看護スタッフ対象の教育を実施。

· スタッフ評価について

人事考課などの方法は取り入れていない。何か問題が生じたスタッフに関しては、副部長が個別に面談を実施している。
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